
 
 
このたび、京都大学応用哲学・倫理学教育研究センター（CAPE）の９つ目の研究プロジェクトとして、
「人と動物の倫理研究会」が発足いたしました。 
 
＜本研究プロジェクトの趣旨について＞ 

私たち人間は、古来より動物の使役や食用、愛
玩など、動物たちと深いかかわりを持ってきました。近
年では新薬開発や医学研究に用いられる実験動
物、教育を目的とする動物園動物など、人間と動
物との関わりも多様化しています。また野生動物と
も、共生や衝突など何らかの関係性を築いていま
す。 

 
動物倫理（Animal Ethics）とは、人と動物との関係が本来どの

ようにあるべきか、また動物とは本来いかなる存在であるかといった問い
について、哲学的・倫理学的に考究する研究分野です。というのも動
物は、人間の言語体系や行動様式とは異なる、動物本来のあり方を
保ちつつ、人間との関係性の中で生きているからです。 

 
 

欧米では動物に対する扱いについて、動物福祉
論（Animal Welfare）や動物権利論（Animal 
Rights）といった立場をとおして議論が深まってきま
した。一方日本では、社会的にも学問的にも十分な
探求がなされてきませんでした。しかし現在日本にお
いては、野生動物による農業被害の問題、ペットの
殺処分、災害時における動物の扱い、捕鯨問題な
ど日本社会の動物に対するあり方が国際的にも問わ
れており、日本社会の行く末にも関わる喫緊の課題
となっています。 

 
本プロジェクトでは哲学・倫理学など思想文化領域の研究者を中心に、動物学・獣医学など動物をよ

く知る専門家と連携し、学際的な研究を行います。また海外の動物倫理研究者との交流を通じてネット
ワークを形成し、日本の動物倫理研究の成果を国際的にも発信していくことを目指します。 
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＜人と動物の倫理研究会 第１回研究会のご案内＞ 

日時: ２０１６年３月１９日（土）１３時～１５時４５分 
場所: 京都女子大学 S 校舎 S207 教室 
 http://www.kyoto-wu.ac.jp/access/index.html 
内容:  

研究会趣旨説明 「動物への配慮の諸相」 
⾧野工業高等専門学校一般科准教授  ⿁頭 葉子 

講演 「実験動物に関する倫理的観点について」 
国立循環器病研究センター研究所動物管理室 室⾧ 塩谷 恭子 

研究発表 「動物実験の倫理と死の危害」 
千葉大学大学院 人文社会科学研究科 吉沢 文武 

 
※ 第 1 回研究会は、「京都生命倫理研究会」と合同で行います。 

 

 


